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よっては「御取替金Jの制度のため，本格的な救済
制度にはなりえなかったと考えられます。御取替
金制度下にあっては，飢餓に直面した最下層部の

百姓農民には救済の手が差し伸べられなかったと
いうことにもなります。たとえ返済能力のある村
落に，隣接する山々が御救山の対象となったとし
ても，百姓農民たちが柚子労働に従事し，賃労働
者として商業資本や山師たちに隷属していくこと
に変わりはありませんでした。
各史料(前掲『日本林制史資料』所収)からは，滞が

御救山を設定したことによって檎や杉が 2'"'-3 カ
月で切り尽くされてしまい，津軽領内の山々が荒
廃したことが窺われます。今度は，藩が資源、の枯
渇に直面しました。寛政 3 (1791) 年の弘前務の史
料(間前)には J r天明の飢餓以来多くの山が御救山
になったが，そのたびに津軽領の山々の木が薄く

なっている。山の荒廃が著しくなったので伐採を

禁止した」という記述があります。また，もう一つ
弘前滞の特徴として，同滞は天然更新を主体とし
て積極的な植林をしない政策を森林管理の基調と
したことから，飢館を契機として御救山の施策が
大規模な荒廃を一気に引き起こす要因となったよ
うです。

「天明卯辰日記J{挫品勝蔵編『津軽の飢餓史』所収)
という記録があります。その中に，天明 3 (1783) 

年の飢値の時に弘前藩の領外へ逃亡した人たちの
言葉が記されています。 r この津軽は主なき国で
ある，殿様のいない国である。だからどうやって

もここから逃げていく，たとえ死んでもここから
逃げたしリという言葉です。人々の怨嵯の声が聞
こえるようです。領民の切り捨てという点では，
q卸取替金J の制度などはまさに「主なき国Jの所業
であると私には思われてなりません。

(はせがわ・せいいち/弘前太学〉

エチオピア・ティグライにおける飢僅の諸相

員城百華

私は1980年代に飢餓に見舞われましたエチオ
ピアの，主に北部のティグライにおける歴史の研
究をしております。私がエチオピアに関心を持ち
ましたのも，やはりこの飢健がきっかけでした。
19世紀から 1980年代にかけてエチオピアの北

部，とりわけティグライは度重なる飢餓に見舞わ

れてきました。エチオピアにおける飢健は，早越
による不作が原因で起こると言われます。
またイナゴの大発生によって植物が食い荒らさ

れてしまうということが原因だとされる例もあり

ます。 1140年にポルトガル人がエチオピアに来て

旅行記のようなものを書いているのですが，そこ
にはすでにイナゴ、の害についての記述が見られま

す。

さらに牛疫が挙げられます。 1889年から92年
にかけて起こった飢健の時には，早越と牛疫の流
行が組み合わさったために被害が大きくなったと
いわれています。これは，イタリアが1890年にエ
リトリアを楠民地化し，本国から牛を連れてきた
際に，病気も一緒に持ち込んでしまったことが原
因とされています。牛が免疫を持っていなかった
ために，一説によりますと，エチオピア全体で牛

の 3 分の l か半分が死亡したとされます。
今回は1980年代の飢餓を取り上げますが，ここ
ではとくに飢飽というものが，政治と密着してい
るということ，政治とりわけ中央政府との関係に

大きく関わっているという話をいたします。
1980年代の飢餓の当時エチオピアでは軍事政

権が成立していましたが，この政権に対する反政
府勢力がエチオピア各地で発生して活動を展開し

ていました。その内戦のさなかに起こったのが19
84年の飢健です。ここでは飢僅が起こった地域と
中央政府の関係のあり方が大きく作用しています。

この飢飽の被害の状況は，その当時内戦状況で
あったこともあって，統計がきちんと取られてい
ません。報道機関や援助機関，そして政府の発表
にもかなりのばらつきがあります。たとえば政府
発表では被災者は200万人とされていますが，報
道などでは800万人以上が被災したともされてい
ます。死者数についても 100万人と報道されたり，
約30万人と言われたり，はっきりしません。また

20万から30万人の難民が発生したとも言われま
す。
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団ティグライとメケレ

飢健が発生した地域のひとつであるティグライ
は，現在のエチオピアでは最北部にあたります。
住んでいる人たちは主にティグライ民族，ティグ
ライ人と呼ばれています。州都はメケレという町
で，現在では発展して広大な都市になっています
が. 1980年代当時はまだ人口も少なく，商店もあ
まりないような町でした。
メケレの都市部は建物が密集していますが，そ

の周囲はごつごっとした岩の山がちな地域です。
ここは，ほかの地域の住民から「岩と挨の町J と言
われるくらい乾燥しています。川などは雨季には
たくさんの水が流れますが，乾季になると干上が

ってしまい，歩いて渡ることができます。
ティグライは飢健の多発地帯ですが，それが内

戦とどのように関わるのかを考えてみましょう。
そのために当時のティグライの情勢の話をします。
エチオピアでは1974年の革命によって帝国が

崩壊し，それに代わって軍事政権が成立しました。
革命の翌年にはティグライにおいて「ティグライ
人民解放戦線J (TPLF) が成立し，後には反政府勢

力として力をつけるようになります。
1980年代の飢僅の頃は，このTPLFが政府軍と

の武力衝突をティグライ各地で展開していった時
期にあたります。そして政府とTPLFそれぞれが，
内戦中であるにもかかわわらずこの飢餓に対処し
ようとしていました。

3 政府による支援

一般にはこの飢僅は1984年に始まったとされ
ていますが，ティグライ州の東部と南部のほうで
はすでに 1980年くらし、から雨不足による不作の
年が続いていました。雨も降らず，牛すらもばた
ばたと倒れていくという状況が1984年にピーク
に達し，飢簡の状況が悪化しました。大規模な飢
餓ともなれば国際的にも報道がされますし，政府
も対応せざるを得なくなります。それとともに，
このティグライを支持母体として活動を広げてい
こうとするTPLF側も対応を始めます。
このような情勢において，飢鰹への対応の中に
も政府と反政府勢力の対立が見えます。軍事政府
は傘下に救済復興委員会 (RRC) という組織を持っ
ていましたが，それにもかかわらず，この1984
年の飢健でも政府の対応は後手に回ってしまいま
した。

対応が遅れた原因のひとつとして，まずはティ
グライが内戦下にあったことがあります。反政府
勢力側の地域に援助をするということは，敵に塩
を送るようなものである，というような意識も一

部で働いていたのかもしれません。それに加えて，
1984年というのはエチオピア革命10周年の年に
あたります。祝賀行事を優先させたために，飢飽
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への対応が遅れたという指摘もなされています。
また，軍事費の増大により支援のための財源が不
足していたことも指摘されています。

エチオピア飢餓に対する国際社会の関心が高ま
っていたため，首都のアディスアベパには支援物

資がどんどん届けられていました。しかしながら，
それを最北部のティグライにどのように運ぶのか
というような問題がありました。また内戦下の反
政府勢力地域であったため，人道的な支援を優先
するのも難しい状況でした。

団 TPLF による支握活動

軍事政権が支援をする一方で，反政府勢力側に
も被災者を救済しようという動きがすでに始まっ
ていました。反政府勢力というのはとても統率の

取れた組織で，指令系統もかなりしっかりしてい
ます。 TPLFにはさまざまな部門があり，その中
にはティグライ救済協会 (REST) という機関も設
立されていました。このRESTが被災民に対する
支援を行う担当部局となります。
しかしながらTPLFの兵士はみな，ゲリラ兵と

して I.LJ野を駆け回って政府軍と戦っていました。
私の友人の中には当時ゲリラ兵だった人がいます
が. 80年代の話を聞くと，野山で獲物を捕まえて
食べていたというような話をしてくれます。自分
たちが住んでいる地域自体が飢健に直面しており，
TPLFもこの状況に強い危機感を持っていました。
政府は支援物資を送りながらも空爆を続けてい

ました。 TPLFとその援助機関であるRESTは，

避難民を隣国であるスーダンに安全に送り出すた
めに道路を確保するなどしています。それに加え
て. TPLFは軍事政権下で苦しんでいる状況を積
極的に国際社会にアピールしていきました。その
結果スーダンにある難民キャンプに国際社会から
かなりの支援が入るようになり. TPLFを支援す
る形での援助を呼び込むことに成功しています。

[E 再定住プログラムの実施

政府はティグライに住んでいる人々をもっと自
然環境の豊かな，農耕に適した地域に移住させよ
うとします。これが再定住プログラムといわれて
いるものです。再定住プログラム自体は現在でも
行われていますが，当時は今とは迅・って緊急事態
であり，人々をとりあえずトラックに乗せて一気
に運んでいくというような，かなり乱暴な措置も
とられました。

ティグライでは多くの人々がエチオピアの西部
の方に強制的に移住させられました。私が最近聞
いたなかでも，強制移住によって家族が離散して
しまい父親だけが他地域に行ってしまって，それ

以来一度も会っていないという話があります。
条件が整わないなかで人々を強制的に移住させ
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ることについては，国際的にも批判が高まりまし
たし， TPLFもこの政策を非難しています。 TPL
Fにとって強制移住は，支持母体であるティグラ
イ人が連れ去られてしまうことであり，ひいては

軍事政権に低抗する力が弱くなることを意味した
からです。

このように，敵対する関係にある双方が行う支
援というものは，たいへん異なった性質を持って
います。そして，被災民がこうしたプログラムに

対してどのようにJ謀じていたのかということが，
その後の政局にかなり大きく影響しています。テ
ィグライにおいては，飢健を境にして，それまで
以上にTPLFへの支持が拡大します。
1991年にTPLF と国内各地の反政府勢力との

連合勢力が，京事政権を崩壊させ，新しい政権と
して現在のエチオピアを成立させることになりま

した。 80年代に反政府勢力だ、ったTPLFは，今で

は政党としてエチオピアの政治の中で活動してい

ます。
現在， RESTはNGOとして国際的な支援の受け

皿となり，その支援をティグライ各地に分配する
役割を担っています。

3 むすびにかえて

現在も，エチオピアには f飢餓のエチオピアj と

いうイメージが染み付いているように思います。
]984年の飢健の際，日本テレビの24時間テレビ

が大量の毛布を支援物資として送りました。現在
もティグライの自分の調究地に行きますと， r君は
日本人だろj と声をかけられます。聞けば今でも日

本のNGOから「毛布は要らないか ?J というオフ
ァーがたくさん来るということです。「なぜ日本人
はあんなに毛布を送りたがるのかJ とティグライ
人から聞かれてしまいました。
この飢餓の状況というイメージを，どういうふ

うにして日本で伝え続ければいいのかと思います。

ティグライ人自身による活動も行われていますか
ら，現在のエチオピアではさまざまな対応が進ん

でいます。もちろん今でも気候変動の影響や，和

平が覆る可能性がないわけではありませんが，こ
うした懸念を越えたなかで，現在はさまざまな対
応が進んでいるのです。

(まき・ももか/津田塾大学)

生業の破綻をいかに防ぐか
ーエチオピア西南部の山地農耕民マロ (Malo) の事例から一

藤本武

団飢餓=貧困なのか?

私はエチオピア西南部の山村で住み込み調査を

してきましたが，そこで実感しているのは食べ物
が豊富にあるということです。
「食べ物に困った時期があるのかj と聞いても，

現地の人は「そういうのは大昔にあったようなこ
とを聞いたことがある J というくらいで，自分たち
の経験としてはまったく知りません。彼らはだい
たい，毎日 4 回食べていますが，私がちょっと歩
いていると，あちこちから「うちで食っていけJ と
いうふうにしょっちゅう食事に呼ばれます。とく
に日曜日にはお呼びが多く， 8 食から 9 食くらい
食べることもあります。そういうわけで，私には，
飢餓や飢飽というものとは遠いとし寸実感があり
ますし，人々もそういう感覚を持っていると思い

ます。

さきほど藤田先生のお話のなかに，世界の65億
人の人口のうち 8 億人が飢餓人口であるとありま

した。しばしばそうした統計で，エチオピアは真
っ先に飢餓人口に組み込まれてしまいます。それ
から， 1 日 1 ドル以下のぎりぎりの生活を送って

いる貧困層が世界に何億人もいるといったことも
言われます。しかし，私が調査しているところで
は，毎日の生活でお金をそれほど使わないものの，

調査の実感からは餓えているという印象はありま
せん。そのあたりがどういうことなのか，また今
日変わりつつあるとすればどうして変わってきて
いるのか，といったことについて話してみたいと

思います。

人類の生業は伝統的には狩猟採集，牧畜，農まI~
と区分されます。農耕民は基本的には農作物を主
食にしています。そしてほとんどの農耕民は，主
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